
PIDによる研究の追跡可能性と
Japan Open Science Monitor試験版

西岡 千文（国立情報学研究所）

2026年6月25日（木）
Japan Open Science Summit 2026

JST-CHORUSセッション
「How PIDs Can Change Research／PIDは研究をどのように変えるか」

1



2

オープンサイエンスモニタリング（OSM）

UNESCOオープンサイエンス勧告「加盟国は定量的及び定性的な手法を組
み合わせて、オープンサイエンスに関連する政策及びメカニズムをモニタリ
ングする必要がある」

• 様々なレベル（例：国、機関）でオープンサイエンスの進捗を観測する。
• 例：自分の大学の研究者の論文は何%オープンアクセスになっている？

• OSMは以下に貢献する。
• 現在地の理解と的確な方策の立案：「どこに課題があり、何が成功しているか」を客

観的に分析して、効果的な方策を立案できる。
• 効果的なインセンティブの設計：研究者がオープンサイエンスを実践するためのイン

センティブ（動機付け）を設計する上で、根拠となる。

オープンサイエンスモニタリングはオープンサイエンスのさらなる進展に貢献

オープンサイエンスモニタリング（OSM） オープンサイエンスの原則と実
践に関連する活動を観測・評価するプロセス

米川和志. E2585 – ユネスコ「オープンサイエンスに関する勧告」. カレントアウェアネスE. No. 433, 2022.

UNESCO Recommendation on Open Science. UNESCO, 2021.
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NIIのOSMに関する取り組みNIIのOSMに関する取り組み概要
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研究機関

向け

CiNii Research

機関向けダッシュボード
政府等向け Japan Open Science Monitor

日本の学術論文等を網羅的にカバーするCiNii 
Researchナレッジグラフに基づき、
研究機関のオープンサイエンスを可視化

OSMを先導するFrench Open Science 
Monitorに沿ってOAに関する指標を実装し、

諸外国と比較可能な指標を提供



■開発目的
⚫ オープンサイエンスを促進する政策の戦略的な強化・調整
⚫ フランスにおける研究成果についての理解促進
■提供指標

透明性、再現性を確保する（→ 信頼できるOSMの実現）ため、原則「オープ
ンデータ、オープンソースに基づいて計算」に従う
⚫ 出版物
⚫ 研究データ
⚫ ソフトウェア・コード
⚫ 治験
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French Open Science Monitor概要

信頼できるオープンで管理されたデータを使用して、
フランスにおけるオープンサイエンスの進捗を測定するツール

the tool which measures the evolution of open science in France using reliable, open and controlled data

オープンサイエンスモニタリングの先導的な
事例として国際的にも認識されている



【目的】
French Open Science Monitorの方式で日本のオープンサイエンスモニ
ターを実装し、
• 世界標準でのOA状況の観測を実現し、諸外国との比較分析を可能にする
• CiNii Researchナレッジグラフを使用したOSMとの差異等を明らかにし、
両者の強みを活かしたOSMへ展開させる

【開発概要】
以下の通り、French Open Science Monitorの出版物のオープンアクセス
に関する指標を実装
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Japan Open Science Monitorの開発

日本の出版物
データベース

OAに関する
指標米国の非営利団体

OurResearchが運営する
学術情報データベース

インタラクション可能な
ウェブアプリケーション
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Japan Open Science Monitor試験版

https://osm.nii.ac.jp/

https://osm.nii.ac.jp/


• 現在のJapan Open Science Monitor試験版では、日本の出版物のオープ
ンアクセスに関する指標を提供している。

• 基本的には、以下の式により指標を算出している。
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Japan Open Science Monitorが計測するOA

日本の出版物の件数
→ 出版物の機関・国の同定

日本のオープンアクセス出版物の件数
→ 出版物のオープンアクセス経路の判定

オープンアクセス
の割合 ＝



• Japan Open Science Monitorでは、OpenAlexのメタデータに収録され
ている著者の所属情報を参照することで、日本の出版物を特定している。

• OpenAlexでは各所属機関に機関の識別子としてRORを割り当てている。
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日本の出版物の特定

https://api.openalex.org/works/https://d
oi.org/10.1145/3529372.3530953

https://api.openalex.org/works/https:/doi.org/10.1145/3529372.3530953
https://api.openalex.org/works/https:/doi.org/10.1145/3529372.3530953


• Japan Open Science Monitorは、
OpenAlexのメタデータに収録され
ているオープンアクセス情報を参
照している。

• OpenAlexは、DOAJ （Directory 
of Open Access Journals）やライ
センス（e.g., CC BY）などを参照
して、各出版物にオープンアクセ
ス情報を付与している。

• 特にリポジトリでのオープンアク
セスに関する情報を付与する際に
は、各リポジトリからハーベスト
されたメタデータを参照している。
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出版物のオープンアクセス判定

出版者版

プレプリント版

プレプリント版の
コピー



• OSMは、適切な戦略立案と効果的なインセンティブ設計を通じて、オープ
ンサイエンスのさらなる進展に貢献する

• 国立情報学研究所は、Japan Open Science Monitor試験版を提供
• 先導的事例である French Open Science Monitorに基づいて開発
• 現在は、日本の出版物のオープンアクセス指標を提供

• 指標の算出では、PIDが大きな役割を果たす
• 日本の出版物の特定 ← ROR（研究機関の識別）
• リポジトリでのオープンアクセスの判定 ← DOIを介したレコード間の結びつき

• とりわけ和文論文では、PIDの付与が重要となる
• 日本語表記の所属は機関同定が機能しにくい（例：”National Institute of 

Informatics”は同定できても、「国立情報学研究所」は同定できない）
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おわりに

PIDを最大限に活用することで、持続可能性と多様性が担保された
OSMの枠組みを構築していきたい


	Slide 1: PIDによる研究の追跡可能性と Japan Open Science Monitor試験版 
	Slide 2: オープンサイエンスモニタリング（OSM）
	Slide 3: NIIのOSMに関する取り組み
	Slide 4: French Open Science Monitor概要
	Slide 5: Japan Open Science Monitorの開発
	Slide 6: Japan Open Science Monitor試験版
	Slide 7: Japan Open Science Monitorが計測するOA
	Slide 8: 日本の出版物の特定
	Slide 9: 出版物のオープンアクセス判定
	Slide 10: おわりに

